












































































（前立腺癌 40 人，非小細胞肺癌 41 人，胆道癌
25 人，膵臓癌 45 人）から採取したワクチン投
与前の血液を用いて解析しました。その結果，
前立腺癌，胆道癌では血液中のＭＤＳＣ関連分
子群の発現量増加がワクチン投与後の予後悪化
とよく相関するという結果が得られ，ＭＤＳＣ
関連分子群のバイオマーカーとしての有用性が
示唆されました。一方，非小細胞肺癌，膵臓癌
ではＭＤＳＣ関連分子群の発現量はワクチン投
与後の予後とは相関せず，末梢血中のＭＤＳＣ
関連分子群の臨床効果への影響は癌種によって
異なることがわかりました。本研究の結果から，
前立腺癌，胆道癌患者においては，ＭＤＳＣの
発現・機能を制御する薬剤（様々な化学療法剤
や分子標的薬）を併用し免疫系の抑制を解除す
れば，ワクチンの治療効果を高めうる可能性が
示唆されました。これらの成果をもとに，現在
新しい臨床試験を計画しており，テーラーメイ
ド型癌ぺプチドワクチンの一日も早い実用化を
目指したいと考えております。
　最後になりましたが，本研究の遂行にあたり
大阪癌研究会から一般学術研究助成を賜りまし
たことを心より感謝いたします。貴財団の益々
のご発展を祈念いたします。
＊久留米大学医学部免疫 ･ 免疫治療学講座
　平成 22 年度一般学術研究助成金交付者
